
東神楽小学校 学校だより

校 長 石 山   輝

記録的な猛暑だった昨年に比べると、「熱中症警戒アラート」の発令もなく、幾分過ごしやすく

感じた今年の夏でしたが、それでも 7 月・8 月は 30 度を超える日も多く、外での活動を判断す

る基準となる「熱中症指数計（熱中アラーム）」をグラウンドや体育館に置き、活動の制限を加え

る日もありました。ですが 9 月も下旬になり、最近は、順当に朝晩の冷え込みも強くなってきて

おり、秋冷を感じるこの頃となりました。

9 月は「防災月間」と言われています。これは、10 万人以上の死者や行方不明者を出した関東

大震災が 1923 年（大正 12 年）9 月 1 日に発生したことから定められたもので、私たち一人一

人が自然災害に対する意識を高め、必要な備えをすることを目的としています。

ここ数年、本校ではこの防災月間を前に「一日防災学校」として、旭川地方気象台や上川総合振

興局の担当者を講師として招き、防災学習を行っており、今年は 8 月 30 日に実施しました。先

日 18 日（水）の昼休みには、今年 2 回目の避難訓練を、児童には事前に知らせずに「抜き打ち」

で行いました。今回は「地震と火災」を想定し実施しました。

まず、放送で緊急地震速報の音声を流した後、地震発生を知らせる校内放送

を流しました。教室にいる子は机の下に入り、机の両脚をつかみ頭を守ります。

昼休みですので、廊下や体育館、グラウンドにいる子もいました。その場合は、

倒壊や落下の恐れのある場所から放れ、姿勢を低くします。いずれも、この「抜

き打ち避難訓練」を想定して、事前に担任から子どもたちへ災害が起こった時の対応や避難の仕方

について指導しており、多くの子どもたちは、放送を聞いてしっかり行動できていました。

今回は、地震が収まった後、火災発生の訓練も併せて行いました。地震（の訓練）が収まってホ

ッとしていた子どもたちに、今度は火災を知らせるサイレンと放送が流れます。これには、多くの

子が戸惑っていたようですし、低学年の子はグラウンドに避難後、「怖かった」と言っている子も

いました。

避難後の事後指導の中で、私は、前回 5 月に行った避難訓練より、避難完了までの時間が短く

なっていたことに触れ、「みんな真剣に取り組んでいて立派でした」と講評を述べ

ました。災害はいつ起こるか分かりません。できれば、起きないに越したことは

ありません。ですが、いざという時に適切な行動を取れるかどうかが、時に生死

を分けるポイントにもなります。そのことは、子どもたち以上に我々教師が常に

意識し、日々の教育活動を続けていかなければなりません。

災害は学校にいる時に起きるとは限りません。ご家庭でも、災害が起きた時の対応について、日

頃からお子さんと確認していただければと思います。

◇本年度の重点目標 ～笑顔いっぱい～
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10 月の行事予定
１日（火） 身体・視力検査（中）

２日（水） 臨時休業（中部地区研究大会）

３日（木） 身体・視力検査（高）

４日（金） 身体・視力検査（低） 委員会

     ６年租税教室

７日（月） 全校集会

９日（水） 学習発表会特別時間割開始

16日（水） 夢色シンフォニー

（旧「音楽の集い」）

17日（木） 学習発表会児童公開 ５時間日課

18日（金） 学習発表会前日準備

20日（日） 学習発表会一般公開

21日（月） 振替休業

22日（火） 交通安全集会 道警音楽隊鑑賞会

23日（水） ６年中学校体験学習

25日（金） たてわり班活動 クラブ（最終）

29日（火）～11月３日（日）

園児・児童・生徒作品展

28日（月） 代表委員会

30日（水） 芸術鑑賞会

全国学力・学習状況調査結果

４月 18日（木）に、６年生を対象に実施しまし

た「全国学力・学習状況調査」の結果が届きまし

た。強みと課題を分析し、全校で今後の指導につ

なげていきます。

＜国語＞

・平均正答率は、全国を下回りました。

＜算数＞

・平均正答率は、全国を下回りました。

＜全体を通して＞

・解答を選ぶ問題は回答率が高い傾向にありま

したが、記述式や後半の設問で無回答が多く

なる傾向がありました。

・その反面、４月 24日（水）実施の質問紙調査

で「解答時間は十分」と回答した子が多く、集

中力の持続が課題と考えられます。

＜他、質問紙調査から＞

○肯定的回答が多かった項目

・朝食を食べている・ＩＣＴを活用している。

・国語や算数の勉強は大切だ・将来の夢や希望

をもっている・人の役に立つ人間になりたい

○否定的な回答が多かった項目

・新聞を読んでいる・自分の考えや意見を分か

りやすく伝える・国語や算数の勉強が好きだ

三校合同宿泊研修

９月 11日（水）から 12日（木）に、美瑛町白

金で町内三校合同の５年宿泊研修を実施しました。

１日目は、天候が心配されたので、コースを変

更してハイキングをしました。３校混合班で、午

後はレクやスポーツによる交流を、２日目は、宿

泊先の大雪青少年交流の家周辺で問題を解きな

がら回るウォークラリーをしました。

２年後の中学校生活を見据え、２日間を通し

て、仲が深まっていく様子が見られました。

１日防災学校

８月 30日（金）、旭川気象台と上川振興局の

職員の方が講師となり、地震・水害・噴火等に
関わる授業をしていただきました。
また、今回の学習に合わせて、読み聞かせサ

ークル「おうまのおやこ」とボランティアの方々

による読み聞かせの際に、防災に関する本を扱
って頂きました。
子どもたちは、あらためて、災害の恐ろしさ

や備えの大切さ、災害が起きたときの対応の仕

方等について学び、防災に対する意識を高めま
した。災害はいつ起こるか分かりませんので、
ご家庭でも、災害対応について、話題にしてい
ただければと思います。

○講師（敬称略）
旭川気象台水害対策気象官 小山内 仁
同   地震津波防災官 浦 島 寿 仁

同    土砂災害気象官 大 山 浩 明
上川総合振興局地域創生部危機対策室

危機対策推進幹 土 子 邦 之


